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	大　項　目
	【その他】

	小　項　目
	コンピュータウィルス（ウィルス感染への対策）

	タイトル
	「なんじゃ、こりゃ？」

	主な対象
	中学校

	ね　ら　い
	　コンピュータウィルスに対する警戒感を高め、感染による被害を未然に防ぐ

	　　

作成の意図
	　多くの生徒は、コンピュータウィルスが危険であることを知っていても危機感や警戒心は低く、感染の危険性のある行為を知らないうちに行っている場合がある。
　そこで、このコンテンツを利用して、ウィルス感染による被害や感染経路について考えさせ、予防策などの対策や感染した際の基本的な対処法について知らせたい。

	　　　　　　

指導内容
	· パソコンを利用する際には、利用しているパソコンがウィルスに感染する危険性が常にあること
· ウィルス感染を防ぐための予防策や、感染した際の基本的な対処法を身に付けること

	展　開
	①　コンピュータウィルスに感染した画面の例（提示資料）を見せ、これが何をあらわしているか、問う（「コンピュータウィルスに感染した・・・」）。
②　配布資料を配り、ウィルスに感染するとどんな症状があらわれるのか説明する。（具体例は配布資料に記載している）
③　コンピュータウィルスにはどのような経路で感染するのか、問う（下記のことがらを強調する）。
· 電子メール（電子メールの添付ファイル等にウィルスが潜んでいる場合がある）をとおして

· ホームページの閲覧をとおして（特に、不審なWebページの閲覧にはウィルス感染の危険性が常につきまとうことを意識させたい）

· フロッピーディスク、CD、USBメモリ等の記憶媒体をとおして（記憶媒体にウィルスが潜んでいる場合がある）

④　どのような予防策や感染してしまったときの対応があるのか、説明する（下記のことがらを強調する）。
☆予防策

· あやしいファイルや電子メールを開かない。
· 不審なWebページを閲覧しない。
· ウィルス対策ソフトのインストールやＯＳのアップデート等よく分からないことは大人に相談する。

☆感染してしまったときはの対応
· パソコンをインターネットから切り離す（感染を広げない）。
○　ウィルス対策について知識を持った大人に相談する。
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提示資料





配付資料








